
今年も，卒業の季節

になりました。

いっぽでも，卒業と

進級のお祝いをしました。人間関係の深

まりもあったので，卒業を寂しそうに迎

えた子もいました。いっぽでの思い出を

胸に，これからも羽ばたいてほしいと思

っています。卒業と進級のお祝いにとい

うことで，今年も「NHK歳末助け合い」

から助成をいただきました。この日の参

加者だけでなく，全員でシュークリーム

やプリンでお祝いをしました。
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新しいスタッフ Ｃ さん

２月からお手伝いをいただいています。障がい児者

福祉分野での有資格者で経験も豊富です。

いっぽには，たくさんのボランテ

ィアの方が駆けつけてくださいま

す。校庭の雪がなくなって，子ど

もたちが外に出て凧揚げができる

ようにということで，地域の方が

たこの修理をしてくださいました。

子どもたちが学校に行っている間に直していただきま

した。おかげで，子どもたちは元気に遊んでいます。

今年も口腔ケアと子を亡くした親と向き合う活動をし

ている武田先生が北九州市からお出でになり，講演を

聞きました。今回は職員を対象に，マザーテレサの言

葉を引用して，いのちについてのお話でした。

いっぽでは，障がいのあるお子さんを抱えている方々の情報

交換や親睦の場として，「ママかふぇ」を定期的に開催して

います。もちろん，いっぽを利用していなくても参加ができ

ます。今回は，社会福祉士の資格のある，職員の小山から，

「福祉サービスの上手な使い方」というテーマでの情報提供，

その後，おひなさま茶会として参加者の皆さんによる情報交

換をしました。今回も有意義な会になりました。

「児童発達支援」では，小学校に入学す

る前のお子さんもいっぽを利用すること

ができます。毎月，様々なテーマを設定

して，制作等に取り組んでいます。２月

は，豆まきということで，鬼の貼り絵を

作りました。１年間の作品は作品集とな

って家庭に届きます。

イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン
毎月11日のイオンの黄色いレシートにより,イオンからギフト

カードが寄贈されます｡利用者のために使わせていただきます｡


